
1章：数と式 2：実数

式の値：無理数による対称式と交代式

20 x =

√
3 + 1√
3− 1

，y =

√
3− 1√
3 + 1

のとき

x+ y = , xy = , x2 + y2 =

である。 （九州産業大）

21 x =

√
5− 1√
5 + 1

のとき，x2 + 1
x2 の値は である。

また，x =

√
p−

√
3

√
p+

√
3
が x2 + 1

x2 = 62 をみたすとき，pの値は で

ある。 （福岡大）

22 x =
√
6 +

√
2，y =

√
6−

√
2のとき

x2 − y2 = , x5y3 − x3y5 =

である。 （大同工業大）

式の値：無理数による対称式と交代式

20 x，yについての対称式の値を求める問題です。p.14【式の値：2文字の対称式】

で解説したように

x, y についての対称式は，必ず基本対称式 x + y, xy で表すことができる

ことに着目します。

21 x2 + 1
x2 は x と 1

x
についての対称式です。x と 1

x
についての対称式は

x · 1
x

= 1 より，x+ 1
x
で表すことができます。

22 求める式は x，y の交代式なので，x− y，x+ y，xy で表すことができます。

【注意】整式の中の 2文字を入れ換えると，その式の符号だけが変わる式を
この 2文字についての交代式といいます。



1章：数と式 2：実数

式の値：無理数による対称式と交代式

20 x+ y =

√
3 + 1√
3− 1

+

√
3− 1√
3 + 1

=
(
√
3 + 1)2 + (

√
3− 1)2

(
√
3− 1)(

√
3 + 1)

= 4

また xy =

√
3 + 1√
3− 1

·
√
3− 1√
3 + 1

= 1

したがって

x2 + y2 = (x+ y)2 − 2xy = 42 − 2 · 1 = 14

21 x2 + 1
x2 =

(
x+ 1

x

)2

− 2x · 1
x

=
(
x+ 1

x

)2

− 2 · · · · · · 1⃝

x =

√
5− 1√
5 + 1

のとき

x+ 1
x

=

√
5− 1√
5 + 1

+

√
5 + 1√
5− 1

=
(
√
5− 1)2 + (

√
5 + 1)2

(
√
5 + 1)(

√
5− 1)

=
(6− 2

√
5) + (6 + 2

√
5)

5− 1
= 3

であるから， 1⃝より
x2 + 1

x2 = 32 − 2 = 7

また，x =

√
p−

√
3

√
p+

√
3
のとき

x+ 1
x

=

√
p−

√
3

√
p+

√
3

+

√
p+

√
3

√
p−

√
3

=
(
√
p−

√
3)2 + (

√
p+

√
3)2

(
√
p+

√
3)(

√
p−

√
3)

=
(p+ 3− 2

√
3p) + (p+ 3 + 2

√
3p)

p− 3
=

2(p+ 3)

p− 3

であるから， 1⃝と x2 + 1
x2 = 62 より(

x+ 1
x

)2

− 2 = 62 ∴ x+ 1
x

= ±8

x+ 1
x

= 8 のとき

2(p+ 3)

p− 3
= 8 ∴ p = 5

x+ 1
x

= −8 のとき

2(p+ 3)

p− 3
= −8 ∴ p = 9

5

したがって，pの値は p = 5, 9
5



1章：数と式 2：実数

22 x =
√
6 +

√
2，y =

√
6−

√
2より

x+ y = 2
√
6，x− y = 2

√
2，xy = 6− 2 = 4

よって

x2 − y2 = (x+ y)(x− y) = 2
√
6× 2

√
2 = 8

√
3

x5y3 − x3y5 = x3y3(x2 − y2) = 43 × 8
√
3 = 512

√
3


